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 学校教育目標 

・自ら学ぶ子 

・思いやりのある子 

・たくましい子 

・人とつながる子 
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“ 帽子、忘れました ” 

                                

 校 長  佐 藤  重 雄             

６月１７日、低学年のプール開きが行われ、２年生の水遊び

学習のお手伝いをしました。２年３組の教室で水着への着替え

場面から指導に入ると、男の子が一人、悲しげな顔で、「校長先

生、すいえい用のぼうしをわすれてしまいました」と伝えに来

ました。私は、「もう一度よく、プールバックの中をさがしてご

らん。」と返しました。しばらくして、「校長先生、やっぱりみ

つかりません。」と涙目になりながら報告してくれました。何

とかこの子をプールに入れてあげたいという気持ちに苛まれましたが、「たしか忘れ物はダメだったよ

なぁ」とおぼろげな記憶を頭の中で探りながら、「入れるかどうか確かめてみるから待っててね」と話

しました。というのも、他に、「せんせい、このパンツはどっちが前なの？」「せんせい、このひもが

結べません」と先生（先制）攻撃が雨のように降ってくる課題をクリアしなければならず、待っても

らう状況だったのです。気が付けば帽子忘れの子は、自分から学年主任の先生に“帽子忘れは見学”

というルールを確認して戻り、水着から見学用の体育着に着替え始めたのです。正直、私は、「この子

はすごい！」と感じました。私が２年生のときであれば、まず、先生に帽子忘れを自分から言えない、

プールに入れないことを諦められずわんわん泣く、ましてや体育着への着替えまで自分からしようと

しない、といったところでしょう。私は何度も彼の肩や頭を撫で、「えらかったね。がまんしたね。」

と褒め称えずにはいられませんでした。その後、彼はすっかり気持ちを切り替えた晴れ晴れとした表

情で、もう一人の見学のお友達と仲よく図書室（気温が高すぎて見学できないので）へと向かってい

きました。自律しているなと、誇らしく思った一場面でした。 

６月の１コマ 

あいさついっぱいの八幡小を目指して 

～代表委員会あいさつ運動～ 


